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論文内容の要 1::::. 
国

細菌の接合において，遺伝子二がどの様に移行するか等について，すでにたくさんの解析が遺伝的手

法によってなされ，多くの有用な知見が得られているが，移行の分子機構についてはほとんどわかっ

ていない。本実験ではこの問題を解明するため，接合により移行した DNA を受容菌から特異的に分

離する系を開発した。又移行する DNA にプロファージえを組み込ませ， DNA-DNA ハイブリダイ

ゼイション法を利用して，移行した DNA の同定を行なった。その結果次の様な知見が得られた。供

与菌から移行し，受容菌内に検出される DNA 鎖は大部分が 5' 末端を先頭にして受容菌に入ったも

のである。この事は染色体移行の向きを反対にしても同じである。そしてこれと相補的な DNA 鎖は

受容菌内ですばやく合成される。掛け合わせのときに起る F' 因子 DNA の複製は増殖のときの複製

とは違い，移行する DNA 鎖は長くなる。そしてこの長い DNA もさらに培養を続けると単量体分子

にもどる。乙れらの結果にもとづき，接合における DNA 移行の分子機構を考察し，そのモデ、ルを提

出した。

論文の審査結果の要旨

大木君の論文は細菌の接合において供与菌から受容菌に移行した DNA の生物化学的性質に関する

ものである。大木君は移行した DNA を受容菌から分離し，その性質を調べる上で極めて有利な次の

ような系を開発した。 その特徴は， 1) プロモウラシノレ (BU) 耐性にする事 lとより菌体外よりチミ

ンを取り込めない変異株を受容菌として用いた 2) 掛け合せ混合培養液中から供与菌中の DNA を

特異的に除く方法を適用した 3) 伝達される DNA としてプロファージ A を含むものを使った。
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BUr を受容菌として使うと生理的に正常な実験条件で供与菌のみがチミンを DNA に取り込み，その

DNA が受容菌に移行する。受容菌から分離した 3H チミンでラベルした DNA は，伝達される DNA

にプロブァージ A を入れて置くことにより DNA-DNA ハイプリダイゼイション法の利用が可能にな

り，容易に供与菌から伝達された DNA として同定される。更にプロファージえを使うと， ﾀ DNA 

の二本鎖は比較的容易に各一本鎖として分離できるからこれと伝達された DNA とをハイブリダイゼ

イションをさせる乙とにより，伝達される DNA 鎖に特異的選択があれば，伝達された鎖を同定する

ことができる。

この系を用いた実験から細菌の接合に当って， 5' 末端を先頭とした供与菌の DNA 一本鎖が選択的

に受容菌に移行し，移行後すみやかに二本鎖 DNA となることを明らかにした。更に DNA は供与菌

の内で合成されつつ受容菌に伝達され，その結果移行後の DNA は移行前の DNA より大きな分子と

なることを示した。

大木君の実験は，細菌の接合機構に関する重要な知見をもたらしたものであり理学博士の学位論文

として十分価値あるものと認めた。
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